
常磐線特急へ「新たな着席サービス」が導入され、上野東京ラインの開業により始発駅

利用者の幸運が解除され、着席と料金の関係への関心が高まった。「着席と立席は商品価

値も生産コストも異なり、値段差を付けることが合理的。それにより、利用者間の不公

平を解消でき、事業者は着席マーケットを開拓して収益性を向上できる。」との認識が広

まり、先端技術を活用した合理的な料金体系に改められることを願う。（阿部コメント）
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